
（別紙－７）

低入札価格調査の実施概要

中 国 地 方 整 備 局

公表日：令和５年５月２３日

業 務 名 ： 令和５年度東広島バイパス海田地区道路敷地調査業務

調査を実施した業者名 ： アーク(株)

調査を実施した業者の住所 ： 広島県呉市吉浦宮花町７番５号

項 目 内 容

１．その価格により入札 ①受注環境の状況と、業務履行経験を活かすとともに技術者

した理由 の手持ち業務量確保のため、本業務の受注が必要と判断し、

諸経費を縮減して入札。

②直接費は同種業務の履行経験、発注者提供資料、自社の機

器保有状況等に基づき算出。諸経費は自社の一般管理費の実

績により算定し入札額を設定したものであり、諸経費を縮減

しても適切な業務履行が可能と判断。

③昨年度同種業務の履行実績のある技術者に担当させ、安全

と品質を確保し無駄のない作業を行うことにより、利潤を確

保する。

２．配置予定の技術者そ 主任技術者１名、増員担当技術者１名、担当技術者２名の４

の他当該契約の履行体制 名体制。

３．手持ちの建設コンサ 主任技術者２件、増員担当技術者４件、担当技術者①３件、

ルタント業務等の状況 担当技術者②２件。

４．手持ち機械等の状況 トータルステーション（基準点測量、用地測量）１個、

電子レベル（基準点測量）１個を自社保有

５．国及び地方公共団体 ①主任技術者

等から過去において受注 ・令和４年度灰塚ダム他採水業務（三次河川国道事務所）

・履行した建設コンサル ②増員担当技術者

タント等の名称及び発注 ・令和４年度灰塚ダム他採水業務（三次河川国道事務所）

者

６．経営内容 特に問題なし。

７．１から６までの事情 ①今回の入札金額は、過去の履行実績や機器保有状況、企業

聴取した結果についての の経営状況により諸経費を縮減したものであり、業務の適正

調査検討 履行が可能と判断できる。

②履行体制においても、同種・類似業務の履行経験を有する

主任技術者、増員担当技術者を配置しており、手持ち業務量、

過去の実績、手持ち機械の状況、段階ごとの照査実施方針を

示していること等からも、本業務内容に適合した履行が確保

できるものと考える。



８．５の建設コンサルタ 特に問題なし。

ント業務等の成績状況

９．経営状況

１０．信用状態 問題なし。

１１．その他の必要な事 なし。

項


